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「選ばれるまち」の　実現に向けて
空家対策
　本年度から新たに始める空家バンクへの登録促進のために、空家の登記費用、
不要家財の処分に要する費用やリフォームに要する費用を補助します。
◦空家対策事業… ……………………………………………………………3,243万円

須賀川駅西地区の整備
　東西幹線道路の築造、東西自由連絡通路や駅西広場の整備を計画的に進めま
す。また、地域住民や高校生などによる「まちづくりワークショップ」を引き続
き開催し、駅周辺の利便性の向上やにぎわい創出に取り組みます。
◦須賀川駅西地区の整備… …………………………………………… 4億6,715万円

地域医療体制・制度の充実
　公立岩瀬病院の産科婦人科や新生児集中治療室（NICU）は「安心して子どもを
産み育てられる医療環境づくり」に大きく貢献しています。引き続き、関係医療
機関と連携しながら、安定した地域医療体制の確保に取り組みます。
　また、新型コロナウイルス感染症対応の地域外来は、公立岩瀬病院敷地内に
移設して、引き続き、感染拡大防止に努めます。
◦寄附講座設置事業… ………………………………………………………3,600万円
※県立医科大学から研究の一環として、公的病院へ医師派遣を受けています。
◦地域外来管理運営事業… …………………………………………………2,464万円

福祉ネットワークの推進
　昨年4月に開設した「福祉まるごと相談窓口」に加えて、障がい者、高齢者、ひ
きこもりがちの人や子どもたちなどに、居場所を提供するボランティア団体な
どへ、きめ細かい支援を行っていきます。
◦地域の福祉づくり推進事業… ………………………………………………400万円
◦包括的相談支援体制構築事業… …………………………………………1,609万円

企業誘致の推進
　本市の立地環境の優位性や交通環境の利便性、新たに空き工場などを活用し
て操業するときの支援を加えた全国トップクラスの企業立地支援制度で、企業
誘致を推進します。
◦企業用地推進事業… ………………………………………………………1,073万円
◦空き工場等活用支援補助事業… ……………………………………………500万円

農業経営の安定確保
　就農しやすい環境整備として、営農確立に必要な資格取得や技術習得、資質
向上に必要な経費を支援します。また、きゅうりの産地力向上に取り組むため、
生産体制の強化や集出荷機能改善を行う農業団体などに補助を行います。
◦新規就農者育成支援事業… ………………………………………………1,435万円
◦産地生産基盤パワーアップ補助事業… …………………………… 2億9,997万円

観光誘客の推進
　温泉に食・自然や文化など、地域の魅力を組み合わせた「O

オ ン セ ン

NSEN・ガストロ
ノミーウォーキング」やウルトラマンの故郷「Ｍ78星雲　光の国」との姉妹都市提
携イベントなどを行い、観光振興に取り組みます。
◦観光誘客推進事業… ………………………………………………………1,133万円
◦M78星雲　光の国姉妹都市提携事業……………………………………2,715万円

自治会活動の活性化
　自治会活動の重要な拠点である集会施設の整備や、町内会などが地域独自の
取り組みを行う経費を支援し、地域コミュニティ活動の推進を図ります。
◦地域コミュニティ活動に要する経費… …………………………………8,465万円

地域防災力の向上
　地域の防災活動に貢献する防災士の資格取得に対する補助制度を新たに創設
し、地域防災力の向上に取り組みます。
◦自主防災組織推進事業… ……………………………………………………284万円

治水・浸水対策の推進
　台風やゲリラ豪雨などに備え、可搬式排水ポンプの設置やポンプ設置箇所の
整地工事を行い、内水排水処理対策の強化に取り組みます。
◦防災対策事業… ……………………………………………………………5,002万円

　市では、第8次総合計画「市まちづくりビジョン
2018」に基づき、まちづくりに取り組んでいます。今
月号では、令和3年度の主要な施策をお知らせします。
☞企画政策課☎（88）9111

幼児教育・保育の充実
　3～5歳児を対象とした市独自の給食費無償化や病児保育補助事業などを継続
し、安心して子どもを預けられる環境づくりに取り組みます。
◦幼児教育・保育の無償化、給食費の無償化に要する経費… ……… 4億599万円
◦病児保育補助事業… ………………………………………………………1,551万円

学校教育の推進
　ICT※機器とデジタル教科書などを活用して、より分かりやすい授業を実現し
ます。また、ICTを活用した授業などをスムーズに行えるようICT支援員を学校
へ配置します。
※情報通信技術のこと
◦小中学校学びのイノベーション事業… ……………………………………554万円
◦小中学校ICT支援員配置事業… …………………………………………1,300万円

シティプロモーションの推進
◦移住定住促進事業… ………………………………………………………1,345万円
　空家バンクの設置とウェブサイト開設により、空家情報を積極的に発信し、
移住・定住を推進します。
◦「二人の円谷」顕彰事業… …………………………………………………6,950万円
　本市の偉人、円谷英二監督、円谷幸吉選手の「二人の円谷」の功績を顕彰する
ため、全国向けテレビ番組の制作・放映や円谷英二生誕120周年記念事業など
を行い、市民のシビックプライドの醸成や市の認知度向上に努めます。
◦震災復興アーカイブ事業… …………………………………………………160万円
　東日本大震災から10年が経過することから、本市の「創造的復興の歩み」の概
要版やアーカイブ映像を制作し、記録として保存します。

授業の幅を広げるタブレットなどの活用

駅西地区の「まちづくりワークショップ」

ONSEN・ガストロノミーウォーキングで地
域の「味」を再発見

子どもたちに人気のkokoyoriハウスの縁日

全国的にも有名な須賀川産のきゅうり

本町町内会で明治時代の屋台の復元に成功
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